
志
社
人
物
誌

同

私
は
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
私
の
国

エ
ス
タ
・
ロ
ウ
エ
ル
・
ヒ
バ
ド

は
じ
め
に

同
志
社
女
子
大
学
初
代
学
長
で
あ
り
、
宣
教

師
で
あ
っ
た
エ
ス
タ
・
 
L
 
・
ヒ
バ
ド
先
生
は
一

九
九
九
年
二
月
四
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ク

レ
ア
モ
ン
ト
の
ピ
ル
グ
リ
ム
・
プ
レ
イ
ス
に
於

い
て
九
十
五
年
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
、
天
に
召

さ
れ
た
。
ご
遺
言
に
ょ
り
、
ご
遺
灰
は
二
人
の

友
人
に
抱
か
れ
て
同
志
社
に
帰
ら
れ
た
。
四
月

二
十
四
日
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
・
チ
ャ
ペ
ル

に
於
い
て
同
志
社
女
子
大
学
召
天
黒
礼
拝
が

行
わ
れ
、
三
百
名
の
参
列
者
は
先
生
の
ご
遺
徳

を
偲
び
、
同
志
社
に
先
生
を
遣
わ
さ
れ
た
神
の

御
愛
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
た
。

ご
遺
灰
は
若
王
子
の
同
志
社
宣
教
師
墓
地
と

鳴
滝
の
同
志
社
教
会
墓
地
に
埋
葬
。
同
志
社
を

真
中
に
挟
み
、
東
と
西
の
小
高
い
丘
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
を
見
守
り
続
け
て
下
さ
る
こ

と
と
思
う
。
「
先
生
、
私
た
ち
の
側
で
安
ら
か
に

お
眠
り
下
さ
い
」
。
こ
れ
は
薫
陶
を
受
け
た
者
一

同
の
願
い
で
あ
る
。

「

中
島
和
子

爰
子
大
学
名
誉
教
授
)

一
.
両
親
と
子
ど
も
時
代

巳
は
一
九
0
三
年
九
月
二
三
貝
父
力
ー
ラ
イ

ル
・
 
V
 
・
ヒ
バ
ド
(
9
ユ
一
m
一
売
ぐ
.
工
子
ず
ミ
)

と
母
ス
ー
ジ
ー
(
m
易
一
ゆ
)
の
長
女
と
し
て
東
京

に
生
れ
る
。
両
親
は
共
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大

学
の
出
身
で
、
二
人
と
も
学
生
時
代
、
キ
リ
ス

ト
教
学
生
会
会
長
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。
父
は

学
生
の
頃
か
ら
モ
ッ
ト
博
士
の
感
化
を
受
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
が
、
卒

業
後
は
Y
M
C
A
に
属
し
、
日
本
特
派
員
と
し

て
東
京
に
在
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
母
の
方

は
祖
母
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
婦
人
宣
教
師
会
の

会
長
を
し
て
い
た
た
め
、
宣
教
の
仕
事
に
深
い

関
心
を
寄
せ
て
い
て
、
父
の
よ
き
理
解
者
、
協

エ
ス
タ
.
L
.
ヒ
バ
ド
(
則
m
牙
円
げ
.
工
子
ず
曾
,

82



力
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
二
人
の
間
に
生
れ
た

エ
ス
タ
に
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
宣
教
に
携
わ

る
素
地
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

両
親
は
Y
M
C
A
で
英
会
話
と
聖
書
を
教
え

な
が
ら
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
日
露

戦
争
が
始
ま
る
と
父
は
Y
M
C
A
か
ら
北
満
に

派
遣
さ
れ
、
日
本
軍
に
参
加
し
て
天
幕
を
設
営

し
た
り
、
兵
士
の
身
の
廻
り
の
世
話
を
し
た
。

彼
の
無
私
で
忍
耐
強
く
、
気
力
溢
れ
る
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
奉
仕
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、

多
く
の
人
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。

エ
ス
タ
は
日
露
戦
争
を
は
じ
め
と
し
て
、
第

二
次
世
界
大
戦
他
の
数
々
の
戦
争
で
激
動
す
る

二
十
世
紀
を
生
き
、
苦
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
彼
女
の
九
十
五
年
に
わ

た
る
こ
の
世
の
旅
の
錘
台
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
。
エ
ス
タ
に
生
れ
な
が
ら
に
備
え
ら
れ
た
素

地
は
、
異
文
化
問
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
の
中

で
育
ま
れ
て
、
美
し
く
開
花
し
、
結
実
し
て
い

く
の
で
あ
っ
た
。
同
志
社
に
勤
り
女
子
大
学

の
学
長
に
就
任
し
た
時
は
、
そ
れ
ま
で
の
試
練

に
よ
っ
て
育
っ
た
苦
が
大
き
く
開
花
し
た
時
で

あ
り
、
す
べ
て
が
神
の
御
計
画
の
中
に
あ
っ
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
御
計
画
の
跡
を
吏
に
辿
ろ

一
九
0
四
年
二
肩
、
父
が
渡
満
す
る
と
母

は
エ
ス
タ
と
共
に
弟
ロ
ウ
エ
ル
 
F
0
需
一
一
)
出

産
の
た
め
に
一
時
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
へ
帰
国
。

間
も
な
く
日
本
へ
。
家
の
近
く
の
運
動
場
に
開

か
れ
た
幼
稚
園
に
通
う
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
早

期
副
練
も
始
ま
る
。
「
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
エ
ス
タ
は
日
、
英
両
語

を
混
ぜ
て
へ
ら
へ
ら
し
ゃ
べ
り
、
両
語
と
も
上

手
に
読
め
た
し
、
推
理
力
、
記
憶
力
共
に
優
れ
、

し
か
も
家
事
も
よ
く
手
伝
う
女
の
子
で
あ
っ

た
。
彼
女
は
夏
軽
井
沢
の
自
然
の
中
で
暮
す

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
特
に
お
気
入
り
は

野
草
の
名
前
当
て
で
あ
っ
た
。

一
九
0
八
年
、
ヒ
バ
ド
一
家
は
大
連
に
住
む

こ
と
に
な
る
。
学
令
期
を
迎
え
た
エ
ス
タ
は
裏

庭
に
設
け
ら
れ
た
小
学
校
で
、
日
本
人
、
ア
メ

り
力
人
、
ロ
シ
ア
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
ア
メ

り
力
の
教
科
書
を
使
っ
て
勉
強
し
た
。

一
九
一
 
0
年
、
弟
ロ
ウ
エ
ル
死
亡
。
間
も
な

く
下
の
弟
ラ
ッ
セ
ル
牙
仁
誘
ゆ
一
)
が
誕
生
。
一

九
一
三
年
、
父
腎
臓
結
石
の
た
め
、
シ
ベ
り
ア

鉄
道
で
帰
米
。
十
歳
の
エ
ス
タ
は
帰
途
の
旅
で

触
れ
た
世
界
各
地
の
自
然
や
文
化
に
感
動
す

る
。
例
え
ば
民
族
衣
裳
や
伝
統
工
芸
口
如
、
ロ
シ

ア
正
教
大
聖
堂
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
音

う

楽
、
礼
拝
堂
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
。
そ
れ
に
英

国
湖
水
地
方
の
雄
大
な
景
色
。
ま
た
、
英
国
英

語
と
米
国
英
語
の
表
現
の
違
い
に
も
驚
く
。

ニ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
か
ら
大
学
へ

一
九
一
四
年
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
あ
る

母
方
の
祖
父
母
の
家
に
落
着
き
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
.
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
。
エ
ス
タ
は
ア

メ
リ
カ
人
の
生
徒
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
な

)
0

遊
び
方
も
わ
か
ら
な
い
。
世
界
を
旅
し
て

し

て
も
、
合
衆
国
の
地
理
が
わ
か
ら
な
い
。
東

い洋
に
い
る
時
の
よ
う
に
白
人
だ
か
ら
と
い
っ
て

特
別
扱
い
し
て
も
ら
え
な
い
。
な
ど
と
い
う
こ

と
で
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け

る
。
し
か
し
、
夏
に
な
っ
て
ロ
ッ
ク
川
の
自
然

の
中
で
遊
び
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。

一
九
一
五
年
、
父
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
さ
れ
、
捕
虜
収
容
所
に
い

る
軍
人
や
賜
暇
休
暇
中
の
兵
士
の
た
め
に
レ
ク

り
工
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
な
ど
に
携
わ
っ

同
志
社
人
物
誌
訂

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
思
い
出
は
少
な
い
が
、
卒

業
時
、
大
学
で
毎
年
千
ド
ル
の
奨
学
金
を
受
け

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
特
典
が
与
え
ら
れ
て
マ

た
0



ウ
ン
ト
.
ホ
リ
ヨ
ー
ク
大
学
へ
入
学
。
こ
の
大

学
で
は
創
立
者
メ
リ
ー
・
一
ブ
イ
オ
ン
の
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
人
格
に
感
化
を
受
け
た
り
、
近

く
の
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
美
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
、
自
分
も
聖
歌
隊
に
入
っ
て
活

動
す
る
な
ど
、
心
豊
か
な
日
々
を
送
り
、
優
等

で
卒
業
し
た
。

こ
と
な
く
、
や
が
て
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
一
流
校
セ

ン
ト
ラ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
就
職
が
決
っ
た
。

し
か
し
、
英
語
(
こ
こ
で
は
母
国
語
)
を
教
え

て
も
、
人
間
一
人
一
人
と
個
人
的
に
話
す
機
会

も
な
い
生
活
は
無
味
乾
燥
で
耐
え
難
く
な
っ

た
。
そ
の
頃
、
教
会
で
、
賜
暇
の
た
め
帰
米
中

の
盲
教
師
か
ら
、
中
国
で
英
語
を
教
え
て
ぃ
る

が
生
徒
が
非
常
に
熱
心
で
あ
る
、
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
ヒ
バ
ド
は
自
分
が
生
れ
育
っ
た
日
本

で
宣
教
師
と
し
て
教
育
に
携
わ
る
こ
と
を
決
意

し
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
外
国
伝
道
局
へ
志
願

書
を
提
出
し
た
。

彼
女
の
熱
き
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
同
志

社
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
は

ミ
ツ
シ
ヨ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
神
戸
女
学
院
を

希
望
し
て
い
た
が
、
同
志
社
が
日
本
人
に
ょ
っ

て
設
立
さ
れ
た
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学

校
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
は
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
「
ま
さ
に

そ
こ
に
遣
わ
さ
れ
た
の
は
神
の
御
心
で
あ
っ

た
し
と
感
謝
し
た
。
一
九
二
九
年
、
念
願
叶
っ

て
横
浜
港
に
着
い
た
時
の
彼
女
の
こ
と
ば
に
は

溢
れ
ん
ば
か
り
の
よ
ろ
こ
び
が
込
め
ら
れ
て
ぃ

る
。
「
私
は
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
私

の
国
」
。

、

1

、

三
教
職
を
求
め
て
同
志
社
へ

大
学
を
卒
業
し
た
時
も
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

大
学
大
学
院
を
修
了
し
た
時
も
ア
メ
リ
カ
は
不

景
気
の
ど
ん
底
で
あ
っ
た
た
め
教
員
採
用
状
況

も
思
わ
し
く
な
く
、
「
社
会
に
役
立
っ
こ
と
も
で

き
な
い
の
な
ら
自
殺
し
て
し
ま
い
た
い
し
と
思

う
程
絶
望
し
て
い
た
が
、
希
望
は
失
望
に
終
る
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こ
う
し
て
三
年
契
約
で
同
志
社
女
学
校
の
英

語
の
教
師
と
な
る
。
住
居
は
同
志
社
宣
教
師
住

宅
で
、
一
緒
に
住
ん
で
い
た
同
志
社
宣
教
師
ミ

ス
ク
ラ
ッ
プ
(
剛
墨
=
§
如
.
含
N
毛
)
と
ミ

ス
グ
ィ
ン
(
と
§
命
三
ヨ
)
の
名
前
を
合
わ

せ
て
「
ク
ラ
バ
ド
イ
ン
(
含
智
ず
習
ユ
一
言
)
」

と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
ヒ
バ
ド

は
豊
富
な
経
験
と
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
タ
ラ
ン

ト
を
生
か
し
て
、
神
戸
女
学
院
と
同
志
社
女
専

の
学
生
の
合
同
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
の
訓
練
を
し

た
り
、
 
Y
W
C
A
の
聖
劇
の
指
導
な
ど
も
行
っ

た
。
ま
た
、
日
本
語
や
日
本
文
化
に
親
し
み
、

日
本
人
と
の
交
流
を
深
め
た
。
寂
光
院
の
小
松

智
光
尼
(
現
在
門
主
)
と
は
終
生
の
友
情
を
結

び
、
戦
後
こ
の
二
人
の
若
い
女
性
が
共
同
で

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
、
「
仏
典
に
『
時
を
同
じ

く
し
て
こ
の
地
上
に
生
を
受
け
た
る
者
は
全
て

兄
弟
姉
妹
で
あ
る
か
ら
、
仲
良
く
平
和
に
暮
ら

し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
』
と
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
日
本
国
民
を
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
思
っ
て
戦

後
の
政
治
の
指
導
を
し
て
下
さ
い
。
私
は
真
に

平
和
を
願
い
、
戦
争
の
な
い
世
の
中
を
願
っ
て

い
ま
す
。
:
:
:
し
と
進
言
し
た
(
原
文
小
松

英
訳
ヒ
バ
ド
)
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

か
ら
態
勲
丁
寧
な
正
式
の
礼
状
が
き
た
そ
う

で
、
そ
の
手
紙
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
.
一
フ
ィ
プ
ラ
リ
ー
に
保
廸
目
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
芳
賀
順
子
氏
談
)
。

一
九
三
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
の

終
身
宣
教
師
に
任
命
さ
れ
、
同
志
社
女
子
専
門

学
校
の
英
語
・
英
文
学
の
教
師
と
な
る
。
ヒ
バ

ド
の
学
者
、
教
育
者
と
し
て
の
最
初
の
功
績
は

山
中
ソ
フ
ィ
氏
と
共
著
で
英
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ

0
え
容
§
N
仇
、
§
ミ
、
譜
、
~
慧
、
選
k
爲
ミ

、
§
ゞ
を
出
版
し
た
こ
と
で
、
東
京
大
学
の

市
河
三
喜
博
士
な
ど
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け

た
。
鴛
方
式
の
授
業
か
ら
脱
却
し
て
、
作
品

そ
の
も
の
の
内
容
を
英
語
で
理
解
し
、
詩
で
あ

れ
ぱ
情
感
を
感
じ
と
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
教

科
書
で
あ
っ
た
。
「
同
志
社
女
専
の
卒
業
生
に
英

語
を
習
う
と
ど
こ
か
違
う
し
と
世
間
で
評
価
さ

れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
教
科
書
に
よ
る
教
育
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
ぇ
る
。

満
州
事
変
、
支
那
事
変
と
日
本
は
次
第
に
軍

国
主
義
化
し
て
い
く
時
代
で
、
遂
に
一
九
四
一

年
三
月
九
日
、
同
志
社
に
於
い
て
も
デ
ン
ト
ン

を
除
く
宣
教
師
全
員
が
引
き
揚
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
ヒ
バ
ド
は
「
私
の
生
涯
で
一
番
悲

し
い
時
で
あ
っ
た
。
:
:
:
波
止
場
か
ら
日
本
の

友
達
が
私
に
向
っ
て
手
を
振
っ
た
時
、
私
に
は

同
志
社
人
物
誌

こ
の
世
の
終
り
が
来
た
と
思
え
た
」
と
記
し
て

い
る
。

太
平
洋
戦
争
中
、
ヒ
バ
ド
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学

に
通
い
、
博
士
論
文
ξ
一
誘
器
m
 
冨
0
無
ヨ

、
昌
曾
ゆ
需
罫
含
昇
異
9
を
提
出
し
て
文
学
博

士
号
を
取
得
し
た
。
ま
た
同
大
学
で
陸
軍
特
別

副
練
寸
画
(
A
S
T
P
)
に
ょ
っ
て
日
本
語
を

教
え
た
軍
人
に
敵
国
語
と
し
て
の
日
本
語
の

訓
練
を
す
る
こ
と
に
は
蹟
踏
し
た
が
、
戦
争
が

終
っ
て
平
和
が
訪
れ
た
時
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
こ
め
て
教
え
た
ら
し
い
。

四
新
制
同
志
社
女
子
大
学
の
発
足

一
九
四
五
年
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
と
、

同
志
社
の
要
請
を
受
け
て
ヒ
バ
ド
は
同
志
社
女

専
の
教
授
に
復
帰
。
学
制
改
革
が
行
わ
れ
た
時
、

二
年
制
の
女
子
専
門
学
校
の
取
扱
い
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
選
択
肢
は
三
つ
。

一
、
短
期
大
学
に
す
る
。
ニ
、
同
志
社
大
学
に

吸
収
さ
れ
る
。
三
、
同
志
社
大
学
と
性
格
の
異

な
る
四
年
制
の
り
べ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ツ
ジ

に
昇
格
す
る
。
女
専
の
教
授
会
は
三
番
目
を
選

択
し
た
。
彼
女
は
「
ど
ん
な
に
困
難
を
伴
う
も

の
で
あ
る
か
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
」
と
述
懐
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し
て
い
る
。
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
委
員
長
に
選
ば
れ

た
ヒ
バ
ド
は
同
志
社
大
学
の
グ
ラ
ン
ト
教
授
の

協
力
を
得
て
日
本
で
は
類
を
見
な
い
、
ユ
ニ
ー

ク
な
り
べ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
構
想
を

立
て
た
が
、
認
可
さ
れ
る
ま
で
に
は
並
々
な
ら

ぬ
苦
労
が
あ
っ
た
。
「
ヒ
バ
ー
ド
先
生
が
女
子
大

学
設
置
準
備
委
員
長
っ
づ
い
て
初
代
学
長
で

な
か
っ
た
な
ら
、
現
在
の
女
子
大
学
は
存
在
し

な
か
っ
た
」
と
瀧
山
徳
三
第
三
代
女
子
大
学
長

が
学
報
『
し
ば
ぐ
さ
』
七
号
で
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
同
志
社
の
女
子
教
育
に
お
け
る
ヒ
バ
ド

の
存
在
は
偉
大
で
あ
っ
た
。
彼
女
を
豊
か
に
育

み
導
か
れ
た
神
の
御
計
画
に
ょ
っ
て
、
ヒ
バ
ド

九
四
九
年
四
月
二
二
日
、
新
制
同
志
社
女

は
一

子
大
学
(
ご
o
m
三
m
冨
乏
0
ヨ
曾
、
m
9
一
一
ゆ
兇
0
{

一
子
円
巴
ン
牙
)
の
初
代
学
長
に
就
任
し
、
大

学
の
運
営
と
教
育
に
全
力
を
盡
し
た
。

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
に
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な

「
人
問
関
係
」
が
「
聖
声
と
共
に
設
置
さ
れ
て

い
た
。
二
十
一
世
紀
を
前
に
し
て
、
日
本
の
教

育
は
行
き
詰
っ
て
い
る
。
学
級
崩
壊
登
校
拒

否
、
い
じ
め
な
ど
多
く
の
も
の
は
家
庭
や
社
会

に
お
け
る
対
人
関
係
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
ヒ
バ
ド
は
半
世
紀
も
前
に
り
べ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
は
人
間
の
関
係
、
人

間
が
共
に
生
き
る
こ
と
に
関
わ
る
根
本
的
な
問

題
を
重
視
し
、
講
義
と
小
ク
ラ
ス
に
ょ
る
需

の
両
面
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
カ
リ

キ
ユ
ラ
ム
を
考
え
た
。
ま
た
エ
キ
ス
ト
ラ
.
カ

リ
キ
ユ
ラ
ム
(
課
外
)
で
も
具
体
化
さ
せ
た
。

礼
拝
、
修
養
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
学
生
会
活
動
な

ど
に
於
い
て
、
一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る

タ
ラ
ン
ト
を
他
の
人
の
た
め
に
使
い
奉
仕
す
る

と
い
う
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
養
わ
れ
た
。
キ

ヤ
ン
プ
で
は
早
朝
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時

に
湖
を
前
に
一
人
静
か
に
聖
書
を
読
み
、
祈
っ

ヒ
バ
ド
は
六
十
五
歳
で
本
学
を
定
年
退
職

し
、
東
北
学
院
大
学
の
教
授
と
な
る
。
七
十
歳

で
定
年
に
な
る
と
隠
退
宣
教
師
ホ
ー
ム
「
ピ
ル

グ
リ
ム
・
プ
レ
イ
ス
」
に
永
住
。
彼
女
に
は
深

て
お
ら
れ
る
お
姿
は
自
然
の
中
に
融
合
さ
れ
、

あ
た
り
に
は
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い

た
。
一
人
に
な
っ
て
神
と
対
話
し
、
本
来
の
自
分

に
立
ち
帰
っ
て
、
ま
た
皆
の
中
に
戻
り
、
仕
え

合
う
。
対
人
関
係
の
原
点
を
自
ら
示
し
て
下
さ

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
、
他
大

学
で
、
社
会
で
「
人
間
関
係
」
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
出
し
た
が
、
運
営
上
の
困
難
か
ら
本
学

で
は
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た

課
外
他
に
残
っ
て
い
る
こ
の
精
神
が
い
つ
ま
で

も
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

A
S
T
P
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ヒ
バ
ド
は

-
N
晨
長
兇
一
N
ず
0
唇
§
て
を
使
っ
た
英
語
教

育
を
推
進
し
、
英
文
学
偏
重
か
ら
、
嘉
コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
英
米
文
化
な
ど
も
含
ん
だ

英
語
英
文
学
科
の
カ
リ
キ
ユ
一
フ
ム
改
善
へ
の
基

礎
を
築
い
た
人
で
も
あ
っ
た
。
シ
エ
イ
ク
ス
ヒ

ア
劇
の
上
演
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
教
授

陣
に
ょ
る
劇
の
指
導
に
も
貢
献
し
た
。

五
学
人
で
楽
し
、
教
え
て
楽
し

キャンフでのメデイテーシヨン
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エスタ.ロウエル.ヒバド先生略歴(Esther Lowe11 Hibbard)
1903 (明治36)年9月23日東京で生れる

1914(二k正3)年栂米。ウィスコンシン州の母方の祖父母の家に居生モの後ニューヨーク州へイスティングスに
移る

1924 (大正13)年マウント・ホリヨーク大学を優等で卒業

1926 (大正15)年ウィスコンシン大学で修士号を取得。マディソンのセントラル.ハイスクールに英語教師として
就任

1929(昭和4)年アリカン・ポードの外国伝の募梨に応じ、3年契約の伝道師とて同志社女学校で教える

1933(昭和8)年4月正式にアメリカン・ボードの宜教師に任命され、同志社女子専門学校教授として任。
語・英文学を講ずる

1941(昭和16)年4月日米情勢の矧ヒにともない、雌日

19 (昭和19)年5月シカゴのノーウエスタン大学に日本文化の箭師として就任

6月学文"The ulyS鄭 MoufinJapan峡 Liter且加re"(日本文学におけるユリジーズ

のテーマにっ、て一百合若伝説の起源と発達の研究一)により、ミシガン大学より文学博士号を
取得

1946(昭和2D年10月同志社かの招耽抱応じ来日。同志社女子専門学校教授に復

1948(昭和23)年学制改革により女子専門学校の新仰」女子大学への昇格を実現させるため、カリキュラム委長と
してその単備に尽力

1949(昭和24)年4月リペラルアーツ・カレッジとしての同志社女子大学の発足とともに初f惇長に就任
19閃(昭和28)年1月京都日本語学校畏に就任

1954(昭和29)年神戸女学院の理事に就任(1968年まで在任)

1960 (昭和聞)年 r、ヤパン・りスヤン・クォータリー.集長に就任 a964年まで在任)

1963(昭闘)年伺志社大学平司教授の協力を'Jて、日本思想史上初のキリスト教批判であるr破題字子.
を英訳("Rεfπt4加" of Dι卦S 6y Fα6m訟")

1968(昭和4)年3月同志社女子大学を退職名教授の称号を授与される

10月東北学院大学英文学科教授に就任

1973(昭和48)年11月日本における教育の紙柾對し、三等瑞宝章を授与される

1975(昭和50)年11月同志社創立100周年にあたり、同志社大学名化博士号を授与される

1997(平 9)年7月同志社女子大学名文化博(第一号)を授与される

1999 (平成11)年2月4日 95歳で永眠。

い
学
識
と
高
潔
な
人
格
、
同
志
社
お
よ
び
日
本

の
社
会
、
特
に
女
子
教
育
な
ら
び
に
教
育
全
体

の
向
上
へ
の
貢
献
に
対
し
て
勲
三
等
瑞
宝
章
、

同
志
社
大
学
名
誉
文
化
博
士
号
、
同
志
社
女
子

大
学
名
誉
文
化
博
士
第
一
号
が
授
与
さ
れ
た
。

子
供
時
代
か
ら
ず
っ
と
学
ぶ
こ
と
が
好
き

で
、
九
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
ヒ
ル
グ
リ
ム

.

プ
レ
イ
ス
の
近
く
の
神
学
校
で
聴
講
し
た
り
、

目
が
悪
く
な
っ
て
も
テ
ー
プ
教
材
で
楽
し
く
学

び
続
け
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
「
私
は
ウ

サ
ギ
で
二
千
匹
も
子
供
を
産
み
ま
し
た
。
そ
の

子
(
教
え
子
)
が
育
っ
て
い
く
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
」
(
山
崎
舜
平
氏
追
悼
の
言
葉
か

ら
)
と
い
わ
れ
た
ヒ
バ
ド
は
教
え
る
こ
と
も
好

き
だ
っ
た
。
大
学
や
教
会
の
み
で
な
く
、
学
外

で
も
聖
書
研
究
や
女
性
の
自
立
・
向
上
を
促
す

講
演
や
指
導
、
個
人
的
な
相
談
や
援
助
に
時
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
恩
師
に
出
会
え
た
恵
み
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
。

私
た
ち
が
翻
訳
し
た
エ
ス
タ
・
L
・
ヒ
バ
ド
自
伝
1

あ
る
宣
教
師
っ
子
の
思
い
出
(
同
志
社
女
子
大
学
、
同
志

社
同
窓
会
発
行
一
九
九
九
年
四
月
二
四
日
)
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

同
志
社
人
物
誌
鉐


